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2013・11　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

差
別
落
書
き

　

同
和
問
題
は
解
消
に
向
か
っ
て
い

る
も
の
の
、
近
年
に
お
い
て
も
な

お
、
差
別
に
つ
な
が
る
落
書
き
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
表
現
の

書
き
込
み
な
ど
の
悪
質
な
差
別
事
件

が
起
き
て
い
ま
す
。

最
近
発
生
し
て
い
る
差
別

事
象

題
へ
の
正
し
い
理
解
を
妨
げ
る
ば
か

り
で
な
く
、
誤
っ
た
意
識
を
う
え
つ

け
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

差
別
を
助
長
す
る
も
の
で
す
。

　

も
し
、
電
話
や
訪
問
に
よ
り
不
当

な
要
求
を
受
け
た
場
合
は
、
毅
然
と

し
た
態
度
で
断
固
拒
否
し
ま
し
ょ

う
。

本
人
通
知
制
度
と
同
和
問
題

　

本
人
通
知
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や

住
民
票
の
写
し
等
証
明
書
を
第
三
者

に
交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し

た
方
に
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正

な
請
求
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ

　

差
別
落
書
き
は
、
人
を
中
傷
す
る

も
の
で
あ
り
、
心
の
傷
を
広
げ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
差
別
落
書
き
は
長

時
間
放
置
さ
れ
る
と
多
く
の
人
々
の

目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
、
差
別
を

助
長
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね

ず
、
速
や
か
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
差
別
落
書
き
を
見
た
こ
と

に
よ
り
傷
つ
く
人
の
気
持
ち
を
考

え
、
こ
う
し
た
落
書
き
は
許
さ
な
い

と
い
う
、
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

え
せ
同
和
行
為

　

同
和
問
題
の
解
決
の
阻
害
要
因
に

な
っ
て
い
る
も
の
に
、「
え
せ
同
和

行
為
」
が
あ
り
ま
す
。「
え
せ
同
和

行
為
」
は
、
同
和
問
題
を
口
実
に
し

て
不
当
な
利
益
や
義
務
の
な
い
こ
と

を
求
め
る
行
為
で
あ
り
、
図
書
等
物

品
購
入
の
強
要
、
寄
付
金
や
賛
助
金

の
強
要
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
和
問

際
の
身
元
調
査
に
使
用
さ
れ
て
い
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
身
元
調
査
が
行
わ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
出
身
地
や

居
住
地
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
意
識

が
未
だ
に
な
く
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

に
は
、
近
年
、
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
不
正
請
求
事
件
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
結
婚
や
就
職
の

「
私
た
ち
の
人
権
」

人権啓発ポスター

岩
出
第
二
中
学
校
3
年　

上う
え
の
や
ま

野
山　

詩し
お
り織

◀
昨
年
度
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
2
1
4
1

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

※
本
人
通
知
制
度
に
関
し
て
は

　

市
民
課　
　
　
（
内
線
１
５
９
）

大
切
に
！

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
市
で
今
年
１
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
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▲上岩出小学校

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け

て
　

日
本
国
憲
法
で
は
、「
す
べ
て
国

民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済

的
、
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
」
と
「
平
等
の
原
則
」

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
人
は
誰
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
・
平
等
で
あ

り
、
幸
せ
で
健
康
に
生
き
る
権
利
を

持
っ
て
い
ま
す
。
出
身
地
や
居
住
地

と
い
っ
た
本
人
の
能
力
や
適
性
と
無

関
係
な
理
由
で
結
婚
に
反
対
さ
れ
た

り
、
就
職
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の
差

別
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
和
問
題
は
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
差
別
の

解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、

か
え
っ
て
差
別
を
助
長
す
る
結
果
を

招
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
に
存
在
し
て
い
る
差
別
を
見
逃
さ

ず
、
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

第
31
回
「
人
権
の
花
運
動
」

の
審
査
結
果
に
つ
い
て

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の

小
学
校
を
対
象
に
毎
年
「
人
権
の
花

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
県
内
１
０
４
校
か
ら
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

優
秀
賞　

上
岩
出
小
学
校

奨
励
賞　

山
崎
北
小
学
校

　
　
　
　

岩
出
小
学
校

　
　
　
　

中
央
小
学
校

11
月
11
日
～
12
月
10
日
は　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
侵
す

こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
す
。

　

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
は
、
最

も
根
本
的
な
課
題
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
人
権
の
主
体
者
と
し
て
、
自
ら
の

人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
さ

ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自

分
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」
で
す

　

岩
出
市
で
は
「
人
権
を
考
え
る
強

調
月
間
」
に
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
課

題
と
し
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
人

権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
開
催
や
街

頭
啓
発
活
動
等
を
重
点
的
・
集
中
的

に
展
開
し
ま
す
。
人
権
啓
発
推
進
委

員
、
人
権
擁
護
委
員
、
そ
の
他
の
関

係
機
関
・
団
体
等
の
連
携
・
協
力
の

も
と
総
合
的
な
人
権
啓
発
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　同和問題の解決は、すべての人々の人権

が尊重される明るく住みよいふるさとを築

くために最も重要かつ基本的な課題であ

り、これまで、問題解決のための取組が

営々と行われ、一定の成果をあげてきまし

た。しかし、残念ながら、同和問題は完全

に解決したとは言えず、今なお差別に苦し

む人々が存在しています。

　このような実態を踏まえ、一日も早い同

和問題の解決をめざすために、「人権を考

える強調月間」と併せて効果的な啓発活動

をさらに推進します。また、同和運動推進

月間に関係機関・団体等との連携を密に

し、協力を求めながら、集中的に各種啓発

活動を実施していきます。

「同和運動推進月間」です
11 月 1 日～ 11 月 30 日は

◀
昨
年
の
様
子

昨
年
の
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

◀
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11 月は児童虐待防止推進月間です

（平成 25 年度「児童虐待防止推進月間」標語）

「　さしのべた　その手がこどもの　命綱　」

・身体的虐待

　殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、や

けどを負わせる、溺れさせるなど。

・性的虐待

　性的行為の強要、性器や性行を見せる、ポルノ

グラフィの被写体にするなど。

・ネグレクト

　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔

にする、自動車の中に放置する、保護者以外の同

居人による虐待を放置するなど。

・心理的虐待

　言葉による脅し、無視、兄弟間差別扱い、子供

の面前で配偶者やその他の家族などに対し暴力を

ふるうなど。

福   祉   課  児   童   福   祉  係　℡ 62 ‐ ２１４１（内線３２４・３３７）

岩出市総合保健福祉センター　℡ 61 ‐ ２４００

和歌山県子ども・障害者・女性センター　℡０７３ ‐ ４４５ ‐ ５３１２

　あなたの周りに「虐待を受けたと思われる子ども」がいたら、すぐに市役所の窓口や児童

相談所などに連絡（通告）してください。通告は子どもを守るためのものです。医師や公務

員の守秘義務造反にはなりません。

　また、連絡をした人が特定されないように、秘密は守られます。

児童虐待を防止するにはまず相談を！

虐待を受けているとき 子育てについて不安を持 っているとき

例えば・・・

自分だけがうまく子育てできていない、助け

てくれる人がいない、子どもの行動が気に入

らない、この子がいなかったら、などと思っ

てしまい自分を追いつめていたら。

そんなとき、ひとりで悩まず相談してください。

　児童虐待に関する相談件数は依然として増加し

ており、特に子どもの生命が奪われる重大な事件

も後を絶たず、児童虐待問題は社会全体で解決す

べき重要な課題となっています。

　こうした状況の中で、厚生労働省は毎年 11 月

を「児童虐待防止推進月間」と位置づけ、関係機

関・団体が協力して児童虐待防止のための広報・

啓発活動を集中的に実施しています。

●児童虐待防止推進月間とは ●児童虐待とは

●相　談　窓　口●

例えば・・・

家族のだれかにいやなことを言われたり、い

やなことをされたり、お腹がすいても食べる

ものがなかったり、たたかれたり殴られたり

していやな思いをしていたら。

「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけたとき
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朗
読
グ
ル
ー
プ
岩
出
や
よ
い
会

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
広
報
い

わ
で
の
朗
読
や
、
図
書
館
で
の
読
み

聞
か
せ
等
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

広
報
い
わ
で
の
朗
読
は
、
視
覚
に

障
害
の
あ
る
方
に
Ｃ
Ｄ
に
し
て
送
付

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
は
37
名

お
り
、
そ
の
中
の
20
名
前
後
の
会
員

の
方
が
録
音
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私たちにできること

◀
代
表　

山や
ま
も
と本　

美み

ち

こ
智
子
氏

朗読グループ
岩出やよい会

私たちの声から情報発信

言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
抑
揚
、
間
の

取
り
方
等
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
分

か
ら
な
い
言
葉
や
内
容
が
あ
る
場

合
、
ま
ず
私
た
ち
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
勉
強
し
ま
す
。
私
た
ち
が
分
か

ら
な
い
と
リ
ス
ナ
ー
さ
ん
に
も
伝
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
分
か
ら
な

い
か
ら
言
わ
な
い
の
は
聴
く
方
に

と
っ
て
逆
に
失
礼
に
あ
た
る
と
思
い

ま
す
。
知
る
権
利
は
障
が
い
者
・
健

常
者
を
問
わ
ず
、
等
し
く
平
等
で

す
。

　

私
た
ち
は
素
人
な
の
で
、
う
ま
く

伝
え
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
練
習
し

て
、
今
後
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
紙
面
を
読

む
時
、
1
ペ
ー
ジ
が
パ
ッ

と
入
っ
て
き
ま
す
が
、
耳

で
聴
く
と
次
に
何
が
書
か

れ
て
い
る
か
最
後
ま
で
聴

か
な
い
と
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

情
報
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
、
例
え
ば

伝
え
る
た
め
に

【
声
の
広
報
】

　

利
用
に
関
し
て
は
、
条

件
（
障
害
者
手
帳
の
等
級

等
）
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
長
公
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

声
の
広
報
は
岩
出
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.iw

ade.

lg.jp/

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ

　

あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
１
１
９
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

耐　震　診　断
を 受 け ま せ ん か？

無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定（プ
  レハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ
  床面積２００㎡以下

問い合わせ先
都市計画課開発指導係

℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）
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　吉
よしむら

村　和
かず

氏と恩
お ん だ

田　正
ま さ お

夫氏が９月３０日付で退任され、

教育委員の退任及び 新教育委員の就任について

表 彰 （敬称略）

和歌山県社会福祉功労者表彰

【和歌山県知事感謝状贈呈】

本
ほ ん だ

田　博
ひろ よ

代
（民生委員・児童委員功労者）

【和歌山県社会福祉協議会会長表彰】

中
なかむら

村　雅
ま さ こ

子
（民生委員・児童委員功労者）

全国民生委員児童委員連合会会長表彰

沖
お き み

見　昌
まさゆき

幸

本
ほ ん だ

田　博
ひろ よ

代

藤
ふ じ い

井　壯
そういちろう

一郎

津
つ だ

田　武
た け し

志

朝
あさいね

稲　記
き み え

美惠

髙
たかはし

橋　和
か ず よ

代

中
なかむら

村　雅
ま さ こ

子

（永年勤続民生委員・児童委員）

おめでとうございます

（永年勤続民生委員・児童委員）

（永年勤続民生委員・児童委員）

（永年勤続民生委員・児童委員）

（永年勤続民生委員・児童委員）

（永年勤続民生委員・児童委員）

（永年勤続民生委員・児童委員）

第
8
回
岩
出
市
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

○
テ
ー
マ

～
未
来
に
つ
な
ご
う　

輝
く
文
化
～

（
式
典
）

11
月
3
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）

式
典
終
了
後　

午
前
10
時

（
作
品
展
示
・
芸
能
発
表
）

11
月
3
日
（
日
）・
4
日
（
月
・
祝
）

○
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

○
問
い
合
わ
せ
先

　

第
8
回
岩
出
市
文
化
祭
実
行
委
員  

　

会
事
務
局

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

子
守
唄
サ
ミ
ッ
ト
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
３
in
岩
出

【
全
国
子
守
唄
サ
ミ
ッ
ト
】

○
日
時　

11
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～

○
場
所　

　
　
　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

《
第
一
部
》（
式
典
）

　

サ
ミ
ッ
ト
旗
伝
達
式   

　
　
　
　
　
　

   　
（
午
後
1
時
～
）

《
第
二
部
》

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

   （
午
後
1
時
30
分
～
）

【
全
国
子
守
唄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

○
日
時　

11
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
30
分
～

○
場
所　

　
　
　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

全
国
子
守
唄
保
存
会
コ
ン
サ
ー
ト

《
第
三
部
》

　

開
会
式
典　
　
　
　
　
　

  

                     （
午
後
2
時
30
分
～
）

　

子
守
唄
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

   （
午
後
3
時
～
）

《
第
四
部
》

　

 

紫し
く
ら倉　

麻ま

り

こ
里
子
氏  

コ
ン
サ
ー
ト

  （ 

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
）

　
　
　
　
　

   （
午
後
4
時
30
分
～
）

   

金
澤
は
い
か
ら
小
町
コ
ン
サ
ー
ト

  （
演
奏
家
ユ
ニ
ッ
ト
）    

等

                      （
午
後
5
時
20
分
～
）

※
午
後
0
時
30
分
か
ら
根
来
史
研
究

会
根
来
鉄
砲
隊
と
和
太
鼓
集
団
和
響

に
よ
る
演
武
・
演
技
が
あ
り
ま
す
。

選任の同意を得て、１０月１日付で教育委員に就任さ

れました。

中
なかむら

村　嵩
たかし

氏と村
むらなか

中　隆
た か こ

子氏が、９月定例議会において

※
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。
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第
8
回 

岩
出
市
民
運
動
会
盛
会
に
終
わ
る

　

去
る
10
月
14
日
（
体
育
の
日
）
大

宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、

第
８
回
岩
出
市
民
運
動
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
演
技
種
目
は
も
ち
ろ
ん
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
ペ
タ
ン
ク
＆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
等
に
も
、
市
民
の
皆
様
方

に
多
数
ご
参
加
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

︹
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
︺

◎
地
区
対
抗
リ
レ
ー

１
位　

清
水
区

2
位　

山
一
区

3
位　

新
坂
連
合
チ
ー
ム

◎
チ
ー
ム
リ
レ
ー

１
位　

岩
出
中
学
校
陸
上
部
Ｏ
Ｂ

2
位　

岩
出
市
内
小
学
校
教
員
チ
ー

　
　
　

ム

3
位　

和
歌
山
岩
出
ボ
ー
イ
ズ

◎
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

１
位　

山
崎
北
小
学
校

2
位　

山
崎
小
学
校

3
位　

上
岩
出
小
学
校

◎
消
防
分
団
対
抗
リ
レ
ー

１
位　

第
４
分
団

◎
4
地
区
対
抗
綱
引
き

１
位　

根
来
地
区

︹
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
︺

◎
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　
　
　
　
　
（
参
加
人
数
30
名
）

１
位　

辻
内
曙
・
藪
下
進
・
上
中
久

　
　
　

子

2
位　

武
田
弘
・
吉
倉
高
重
・
中
村

　
　
　

廣
子

3
位　

大
塚
勲
・
藤
田
妙
子
・
藤
本

　
　
　

敏
治

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
（
参
加
人
数
79
名
）

▽
女
子
の
部

１
位　

西
林　

雅
子

2
位　

久
保　

サ
ト
ミ

3
位　

寺
口　

美
都

▽
男
子
の
部

１
位　

山
本　

茂
博

2
位　

西
川　

勝
美

3
位　

宮
村　

誠
一
郎

た
く
さ
ん
の
ご
参
加

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
！
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参加方法

　事前申込みが必要です。
氏名・住所・連絡先を電話、ＦＡ

Ｘまたはハガキにて、岩出市観光

協会までご連絡ください。折り返

し、参加証をお送りします。

ノルディックウォーク体験ご希望

の方は、申し込み時にお申し出く

ださい。

事前予約受付締切：11 月 7 日 ( 木 )

問い合わせ先
◇平日◇岩出市観光協会　

　℡ 62-7101　FAX 62-7121

( 〒 649-6232　岩出市荊本 77 －  

   3　岩出市商工会館内 )

◇土日のみ◇岩出まちづくり協議

会　℡ 62-7106　FAX 63-0583

「秋の根来ウォーク」今年も開催！

○
日
時　

11
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
前
9
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
3
時
30
分
ま
で

　
　
　
（
雨
天
時
変
更
あ
り
）

○
場
所　

根
来
寺
境
内

　

紀
州
根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り
は
、

多
く
の
方
に
岩
出
の
歴
史
、
根
来
寺

と
周
辺
の
歴
史
・
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
根
来
寺
開
祖
の

「
か
く
ば
ん
上
人
」
の
お
名
前
を
い

た
だ
き
、
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

開
催
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
内
容

　

民
俗
芸
能
・
鉄
砲
隊
の
演
武
な
ど
。

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
根
来

塗
・
ね
ご
ろ
山
散
策
ウ
ォ
ー
ク
・
語

り
部
ツ
ア
ー
な
ど
。

（
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ツ
ア
ー
な
ど
は

参
加
無
料
で
す
が
、
当
日
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
観
光
協
会

　
（
岩
出
市
商
工
会
館
１
Ｆ
）

　

℡
62
‐
７
１
０
１

　
（
岩
出
市
商
工
会
館
１
Ｆ
）

◀
昨
年
の
様
子

鉄砲隊による演武

第
16
回
紀
州
根
来
寺

                      

か
く
ば
ん
祭
り

主催　岩出まちづくり協議会 後援　岩出市観光協会



9　　広報いわで　2013・11

NEWS IWADE

●
全
て
の
路
線
で
バ
ス
カ
ー
ド
が  

　

利
用
可
能
で
す

　
「
岩
出
市
巡
回
バ
ス
」「
紀
の
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含
め
、
和
歌
山
バ
ス

那
賀
及
び
和
歌
山
バ
ス
の
バ
ス
カ
ー

ド
が
利
用
可
能
で
す
。（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
１
日
フ
リ
ー
券
、
ス

ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
等
は
除
く
）

●
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
で

　

ま
す
ま
す
便
利
に

　
「
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ

ド
」
と
は
、
自
転
車
な
ど
で
バ
ス
停

ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
る

方
法
で
す
。

　

岩
出
市
役
所
と
市
民
総
合
体
育
館

駐
輪
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
市
民
総
合
体
育
館
は
開
館
時

間
（
毎
週
火
曜
日
・
年
末
年
始
・
祝

日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
9
時
30

分
）
の
み
利
用
可
能
で
す
。

　
「
大
阪
方
面
路
線
バ
ス
」
や
「
紀

の
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
を
ご
利

用
の
際
に
大
変
便
利
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
バ
ス
那
賀
株
式
会
社

　

℡
75
‐
2
1
5
1

　

総
務
部 

総
務
課

　

℡
62
‐
2
1
4
1

                       （
内
線
1
3
1
）

を利用しませんか？
岩出市内には以下のバス路線が運行していますので、目的にあわせてぜひご利用ください。

　岩出市内を巡回。市役所や図書館、ＪＲ岩出駅など

へのお出かけや、スーパーなどへのお買い物などに大

変便利です。日常の移動手段として、ぜひご利用くだ

さい。

　岩出市と紀の川市内を巡回し、主なバス停には岩出

市役所やＪＲ岩出駅、紀の川市役所、公立那賀病院な

どがあります。「岩出市巡回バス」と岩出市役所・Ｊ

Ｒ岩出駅で乗り継ぎも可能です。

　和歌山バス那賀株式会社が運行する、平成２５年８

月１日運行開始の新路線です。ＪＲ紀伊駅～農免道路
（中黒・西国分など）～紀の川市役所～公立那賀病院
を結ぶ路線で、通勤・通学をはじめ公立那賀病院へ行

く際にもご活用いただけます。

　ＪＲ岩出駅～ＪＲ砂川駅～南海樽井駅を結ぶ路線で

通勤・通学に大変便利です。また、土・日と休日限定

で、イオンモールりんくう泉南、りんくうプレミアム

アウトレット、りんくうタウン駅まで路線を延長して

います。お出かけやお買い物にぜひご利用ください。

　和歌山バス那賀株式会社が運行する、ＪＲ紀伊駅～
県道粉河加太線～近畿大学～ＪＲ粉河駅を結ぶ路線

で、通期・通学などに便利です。

　和歌山バス那賀株式会社が運行する、南海和歌山市
駅～岩出市～ＪＲ橋本駅を結ぶ路線で、和歌山市や橋

本市へのお出かけにご活用いただけます。　

①岩出市巡回バス

③紀の川コミュニティバス

⑤紀伊打田線

②大阪方面路線バス

④紀伊粉河線

⑥橋本線

環境にやさしく便利な

を利用しませんか？を利用しませんか？

お出かけに！
お買い物に！
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実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

岩出市 ‐ ‐ 5.3％ ‐ ‐
早期健全化基準 13.50％ 18.50％ 25.0％ 350.0％ 20.0％
財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％

平成 24 年度決算における財政健全化判断比率
　　平成 24 年度決算における財政健全化判断比率は以下のとおりとなりましたので公表します。

　なお、平成 24 年度決算の詳細については決算特別委員会審議後（12 月広報）にお知らせします。

　※ 早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画を策定し議会の議決を得なければなりません。
また、財政再生基準を上回った場合、財政再生計画を策定し、財政再建を目指すこととなります。

                                                                  　～　　用　　語　　説　　明　　～
●実質赤字比率： 福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪

　　　　　　　    化の度合いを示すもの。

●連結実質赤字比率 ： すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公

　　　　　　　　　　共団体全体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの。

●実質公債費比率 ： 借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。

●将来負担比率 ： 地方公共団体の一般会計等の借入金 ( 地方債 ) や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での

　　　　　　　    残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

●資金不足比率 ： 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の

　　　　　　　　悪化の度合いを示すもの。

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

健   全   段   階  早期健全化段階 再   生   段   階

（早期健全化基準） （財政再生基準）

（経営健全化基準）

-％

-％

-％

-％

5.3％

20.00％

350.00％

25.00％

18.50％

13.50％

30.00％

20.00％

35.00％

健   全   段   階  早期健全化段階 再   生   段   階

　指標の整備と情報開示の徹底
・監査委員の審査に付し議会に

報告し公表する。

　自主的な
　改善努力による財政健全化
・財政健全化計画の策定（議会の

議決）、外部監査要求の義務付け。

・早期健全化が著しく困難と認め

られるときは、総務大臣又は知事

が必要な勧告。

国の関与による確実な財政再生
・財政再生計画の策定（議会の

議決）、外部監査要求の義務付

け。

・財政再生計画は、総務大臣に

協議し、同意求めることができ

る。
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【歳入】款 本年度予算 補正額 計 構成比
1 市税 52 億 4,561 万円 0 円 52 億 4,561 万円 36.1%
2 地方譲与税 1 億 1,900 万円 0 円 1 億 1,900 万円 0.8%
3 利子割交付金 2,500 万円 0 円 2,500 万円 0.2%
4 配当割交付金 1,900 万円 0 円 1,900 万円 0.1%
5 株式等譲渡所得割交付金 200 万円 0 円 200 万円 0.0%
6 地方消費税交付金 3 億 6,900 万円 0 円 3 億 6,900 万円 2.5%
7 ゴルフ場利用税交付金 600 万円 0 円 600 万円 0.0%
8 自動車取得税交付金 3,000 万円 0 円 3,000 万円 0.2%
9 地方特例交付金 5,000 万円 0 円 5,000 万円 0.3%

10 地方交付税 32 億円 0 円 32 億円 22.1%
11 交通安全対策特別交付金 700 万円 0 円 700 万円 0.1%
12 分担金及び負担金 6 億 9,028 万円 0 円 6 億 9,028 万円 4.8%
13 使用料及び手数料 1 億 2,332 万円 0 円 1 億 2,332 万円 0.9%
14 国庫支出金 21 億 3,357 万円 121 万円 21 億 3,478 万円 14.7%
15 県支出金 10 億 4,876 万円 2,655 万円 10 億 7,531 万円 7.4%
16 財産収入 994 万円 0 円 994 万円 0.1%
17 寄附金 0 円 0 円 0 円 0.0%
18 繰入金 4 億 4,114 万円 0 円 4 億 4,114 万円 3.0%
19 繰越金 0 円 0 円 0 円 0.0%
20 諸収入 1 億 4,253 万円 3,177 万円 1 億 7,430 万円 1.2%
21 市債 7 億 9,500 万円 0 円 7 億 9,500 万円 5.5%

歳入合計 144 億 5,715 万円 5,953 万円 145 億 1,668 万円 100.0%

【歳出】款 本年度予算 補正額 計 構成比
1 議会費 1 億 6,799 万円 ▲ 363 万円 1 億 6,436 万円 1.1%
2 総務費 13 億 8,722 万円 ▲ 5,097 万円 13 億 3,625 万円 9.2%
3 民生費 55 億 1,773 万円 784 万円 55 億 2,557 万円 38.1%
4 衛生費 23 億 5,261 万円 4,020 万円 23 億 9,281 万円 16.5%
5 農林業費 2 億 3,860 万円 ▲ 282 万円 2 億 3,578 万円 1.6%
6 商工費 4,578 万円 724 万円 5,302 万円 0.4%
7 土木費 15 億 6,012 万円 4,003 万円 16 億     15 万円 11.0%
8 消防費 6 億 3,595 万円 ▲ 2,417 万円 6 億 1,178 万円 4.2%
9 教育費 13 億 5,425 万円 ▲ 1,320 万円 13 億 4,105 万円 9.2%

10 災害復旧費 1 万円 0 円 1 万円 0.0%
11 公債費 11 億 5,944 万円 0 円 11 億 5,944 万円 8.0%
12 諸支出金 245 万円 5,901 万円 6,146 万円 0.4%
13 予備費 3,500 万円 0 円 3,500 万円 0.3%

歳出合計 144 億 5,715 万円 5,953 万円 145 億 1,668 万円 100.0%

平成 25 年度一般会計補正予算の状況

　平成 25 年度一般会計当初予算額は、144 億 5,715 万円でした。上

半期において 5,953 万円を追加し、歳入歳出それぞれ 145 億 1,668

万円となりました。

　補正予算の主な内容は、難聴児補聴器購入補助事業、風しんワクチ

ン接種委託料及び助成金、有害鳥獣捕獲事業等補助金、根来寺公衆ト

難聴児に対する
補聴器購入費等補助事業とは

　岩出市では、身体障害者手帳の交付の対象
とならない軽度・中等度の難聴児（18 歳未満）
の健全な言語や精神の発達を支援するため、
補聴器の購入費を一部助成します。
○助成対象
　新しく補聴器を購入する費用、もしくはこ
の制度によって購入した補聴器の耐用年数が
経過し、新たに購入する費用が対象となりま
す。（修理費用は対象外です。）
○対象となる方
次の要件をすべて満たす方が助成対象となり
ます。

（１）岩出市内に住所を有する 18 歳未満の方。
（２）両耳の聴力レベルが原則として、30
以上 70　未満で、身体障害者手帳の交付の
対象とならないこと。

（３）指定自立支援医療機関の医師が、補聴
器の装用が必要であると判断したもの。

（４）対象児童の世帯内に市町村民税所得割
額が 46 万円以上の方がいないこと。
○助成内容
　市が対象と認めた補聴器につき、市が定め
る基準価格の範囲内で購入費の３分の２、非
課税世帯については全額が助成額となりま
す。
○指定医療機関
　県内の指定医療機関は次のとおりです。
・日本赤十字社和歌山医療センター
・和歌山県立医科大学付属病院

・社会保険紀南病院
○その他
　補聴器の購入前にご相談下さい。購入後の
申請は受付できませんので、ご注意下さい。
　福祉課障がい福祉係にて、補聴器を希望さ
れる方の状況等をお伺いしながら、申請に必
要な書類等のご説明をいたします。
○問い合わせ先
　福祉課 障がい福祉係
　℡ 62 ‐ ２１４１（内線３２２）

dB

dB

◀
根
来
さ
く
ら
の
里

◀
山
水
栖
線

◀
根
来
寺
ト
イ
レ

イレ及び道の駅「根来さくらの

里」トイレ改修事業、山水栖線歩

道設置事業、根来川堤防 1 号線

改良事業等となっております。

○問い合わせ先　財務課 財政係

　℡ 62 ‐ 2141（内線 363）

歳入

歳出
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滞
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見
逃
し
ま
せ
ん
！

学校名 実施期間 主な内容

岩出小学校 11 月 6 日（水） 授業参観及び教育講演会
11 月 19 日（火） 岩小まつり・那賀高校生との交流会

山崎小学校 11 月 13 日（水） 授業参観及び演劇鑑賞会

山崎北小学校

11 月 11 日（月）・12 日（火） 授業及び学校生活の公開（終日）

11 月 13 日（水）
授業及び学校生活の公開（終日）授業参観（5 限）
学級懇談会

11 月 16 日（土） 山北学園祭（バザー・体験コーナー・地域との交流）

根来小学校

11 月 5 日（火）・6 日（水）・7
日（木）・8 日（金）

授業及び学校生活の公開（2 限～全学級）

11 月 8 日（金）
親子の集い（1 ～ 4 限　全学年）授業参観（5 限
　全学級）防災学習（6 限　5.6 年）

上岩出小学校 11 月 11 日（月）～ 12 日（火）授業公開、授業参観、学級懇談会

中央小学校
11 月 11 日（月）～ 16 日（土）授業の公開・土曜おもしろ教室
11 月 12 日（火） 授業参観・教育講演会
11 月 16 日（土） 土曜おもしろ教室

岩出中学校
11 月 1 ～ 30 日（土・日・祝除く）学校開放月間
11 月 7 日（木） 授業参観（1・2 年生）進路説明会（3 年生・保護者）
11 月 15 日（金） 総合文化祭

岩出第二中学校

10 月 29 日（火）・30 日（水） 感動祭（合唱祭）公開

10 月 31 日（木）～ 11 月 7 日（木）
授業、清掃、終わりの会、クラブ・チーム活動の
公開

11 月 6 日（水） 授業公開、授業参観、進路説明会

　

11
月
は
「
岩
出
市
学
び
月
間
」、

11
月
第
1
土
曜
日
は
「
岩
出
市
学
び

の
日
」

    

　

岩
出
市
で
は
、
市
民
の
教
育
に
対

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
学
校
、

家
庭
及
び
地
域
社
会
が
連
携
し
て
次

代
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る
と
と
も

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
ら
が
学
び
あ
え
る
土
壌
を

育
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成
22

年
6
月
に
11
月
を
「
岩
出
市
学
び
月

間
」、
11
月
の
第
1
土
曜
日
を
「
岩

出
市
学
び
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

　
「
岩
出
市
学
び
月
間
」
に
は
、
岩

出
市
文
化
祭
を
行
う
他
、
様
々
な
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

小
中
学
校
で
は
、
次
の
よ
う
な
日
程

で
授
業
公
開
等
の
学
校
開
放
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
般
の
方
々
も
こ
の
機

会
に
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
程
や
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
岩
出
市
学
び
月
間
」
に
係
る
「
学
校
開
放
」
に
つ
い
て

※詳細については、各学校に
お問い合わせください。

秋
季
企
画
展
を

民
俗
資
料
館
で
開
催
！  

「
子
守
唄
と
根
来

　

―
根
来
の
子
守
唄
に
唄
わ
れ
た
ふ

る
さ
と
の
様
子
―
」

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

子
守
唄
保
存
会
の
活
動
紹
介
と
展

　

示
解
説

○
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
２
階

　

大
会
議
室
（
保
存
会
活
動
紹
介
）

　

１
階
企
画
展
示
室
（
展
示
解
説
）

○
活
動
紹
介　

　

根
来
の
子
守
唄
保
存
会
会
長

　

三み

す栖　

美み

ち

こ
智
子　

氏

○
展
示
解
説　

民
俗
資
料
館
職
員

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
お
よ
び
講
演
会
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
へ
の
入
場
料
は
、
無

料
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　

℡
63
‐
１
４
９
９

■
秋
季
企
画
展

○
展
示
内
容　

根
来
の
子
守
唄
の
里

と
し
て
知
ら
れ
る
当
市
の
子
守
唄
に

つ
い
て
、
そ
の
歌
詞
か
ら
当
時
の
く

ら
し
や
様
子
に
つ
い
て
、
地
域
に
残

る
資
料
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

○
展
示
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

○
展
示
期
間　

　

10
月
30
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

11
月
24
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
資
料
館
へ
の
入
館
は
、
午
後
4
時

　

30
分
ま
で
。

※
展
示
期
間
中
の
休
館
日
は
、
5
日

　
（
火
）、
6
日
（
水
）、
12
日
（
火
）、

　

19
日
（
火
）
と
な
り
ま
す
。

■
講
演
会

○
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

○
演
題　
「
根
来
の
子
守
唄
と
地
域

　
　
　
　

 

再
発
見
」

○
講
師　

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
地    

    
域
再
生
学
科
教
授

　

米よ
ね
や
ま山　

龍り
ゅ
う
す
け介　

氏

　

ご
専
門
の
「
音
楽
」
か
ら
み
た
根

来
の
子
守
唄
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
電
子
ピ

ア
ノ
を
ご
演
奏
い
た
だ
き
、
子
守
唄

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
の
日
本
音
階

の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
も
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。

教育に対する理解と関心を深めよう
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　

　家屋に対する固定資産税は、毎年１月１
日現在の状況に基づいて課税されます。　
　年の途中で取り壊し等された家屋につき
ましては、翌年度の課税内容に影響があり
ますので、必ず手続をお願いします。

②登記がない場合①登記がある場合

法務局へ『滅失登記』
※滅失登記が遅れる場合は

市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

   『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

家屋を滅失（取り壊し等）されたときは

上のいずれかの手続が必要です。

　自宅やオフィス、あるいは税理士事務

所等からインターネットにより地方税の

手続きができ、複数の地方公共団体への

申告をまとめて一度に送信できます。

◎利用できる科目
◆個人住民税〔給与支払報告書、特別徴

収関連手続〕

◆法人市民税◆固定資産税〔償却資産〕

◎問い合わせ先
◆エルタックスウェブサイト

　（http://www.eltax.jp/）

◆エルタックスヘルプデスク

　（℡ 0570-081459）

便利な eLTAX（エルタックス）
を始めましょう！

◆エルタックスウェブサイト

◆エルタックスヘルプデスク

11
・
12
月
は
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

り
か
ね
な
い
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間
納
付
可
能

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

で
休
日
・
夜
間
を
問
わ
ず
い
つ
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
と
納
付
で
き

る
市
税
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
裏
面

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

■
納
税
相
談

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
内
に
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
納
期
内

　

納
税
は
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
国
民
の

義
務
で
す
。
ま
た
、
市
税
は
、
市
が
提
供

す
る
福
祉
や
教
育
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

市
で
は
、
市
税
を
納
付
し
な
い
方
に
対

し
て
財
産
調
査
（
預
貯
金
調
査
、
生
命
保

険
調
査
、
勤
務
先
へ
の
給
与
支
給
状
況
の

調
査
な
ど
）
を
積
極
的
に
行
い
、
滞
納
処

分
（
差
押
え
等
）
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
方

に
は
、
ま
ず
、
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。

　

こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日
か
ら
起

算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ
の

税
金
を
完
納
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
市

は
、
滞
納
者
の
財
産
（
預
金
、
生
命
保
険
、

給
与
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

滞
納
処
分
を
受
け
る
と
、
経
済
的
な
不

利
益
や
社
会
的
信
用
を
失
う
こ
と
に
も
な

に
税
務
課
納
税
係
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
生
活
状
況
等
を
お
聞
き
し
た
う
え

で
、
分
納
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
後
も
、
市
税
を
納
め
な
い
方
に
は
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
、
滞
納
処
分

を
執
行
し
ま
す
。
事
情
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
ま

ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課 

納
税
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

開催日時 開催場所 対象者
11 月 26 日（火）
午後 1 時 30 分から
午後 3 時 30 分まで

かつらぎ総合文化会館 AV ホール

伊都郡かつらぎ町丁ノ町 2454

橋本市

伊都郡の方

11 月 27 日（水）
午後 1 時 30 分から
午後 3 時 30 分まで

岩出市立市民総合体育館小ホール

岩出市荊本 63-2

紀の川市

岩出市の方

滞
納
は
見
逃
し
ま
せ
ん
！

年末調整説明会のご案内 　平成 25 年度分の年末調整の仕方、法定調

書の作成方法等についての説明会を左のとお

り開催いたしますので、ご案内申し上げま

す。

　なお、説明会では、年末調整における前年

からの変更点をはじめ、平成 25 年度税制改

正事項、e-Tax（国税電子申告・納税システム）

の概要等についても説明いたします。
＊各説明会場を地域でご案内しておりますが、いずれかご都合の良い

会場に出席していただいても構いません。 ○問い合わせ先　粉河税務署　℡ 73-3301  粉河納税協会　℡ 73-2466
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福    祉   課
【問い合わせ先】　福祉課　　　   TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　児童福祉係　   内線324
　　　　　　　　障がい福祉係   内線322
　　　　　　　　　 からのお知らせ

○受付 9:45 ～　会場：岩出市総合保健福祉センター〈あいあいセンター〉
日時 テーマ 講師

１

日

目

11 月 26 日（火）

3 階視聴覚室

① 10:00 ～ 12:00 事業概要（保育サービス提供のために①） そらまめサポート

② 12:50 ～ 14:50 親とこどもの発達と関係性支援① 米澤好史
（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士 SV）

③ 15:00 ～ 17:00 親とこどもの発達と関係性支援② 米澤好史
（和歌山大学教育学部教授・臨床発達心理士 SV）

２

日

目

11 月 28 日（木）

 3 階会議室 A・B

④ 10:00～12:00 家庭での預かり保育（こどもの暮らしケア） 城　皆子
（NPO 法人コムデザイン理事・元公立保育園長）

⑤ 12:50 ～ 14:20 こどもと遊び 城　皆子
（NPO 法人コムデザイン理事・元公立保育園長）

⑥ 14:30 ～ 16:30
子どもの栄養と食生活①

～具合の悪いときの食事と水分補給～
松崎　博子

（信愛女子短期大学非常勤講師・栄養士）

⑦ 16:30 ～ 17:00
子どもの栄養と食生活②

～活動中の食事の取り扱い（ベビーフードなど）～
そらまめサポート

３

日

目

12 月 3 日（火）

3 階視聴覚室

⑧ 10:00 ～ 12:00 小児看護の基礎知識①（こどもの看護） 内海　みよ子
（和歌山県立医科大学保健看護学部　教授）

⑨ 12:50 ～ 14:50 安全に預かるために（事故予防等） そらまめサポート

⑩ 15:00 ～ 17:00
社会でこどもを育てるために（保育の心）

～親支援を広げる～
松本　千賀子

（そらまめサポート代表・臨床発達心理士）

４

日

目

12 月 5 日（木）

 3 階会議室 A・B

⑪ 10:00 ～ 12:00 こどもの身体の発達と病気 山家宏宣
（公立那賀病院小児科・科長）

⑫ 12:50 ～ 13:50 小児看護の基礎知識②（病児預かりでの対応） そらまめサポート

⑬ 13:55 ～ 15:25 小児看護の基礎知識③（病気の症状と観察） 山入高志
（やまいりこどもクリニック院長）

⑭ 15:30 ～ 17:00
サポートを実施するために（保育サービスの提供のために②）

～研修を振り返り・体験談・修了証受け渡し～
そらまめサポート

 いわで・きのかわファミリー・サポート・センター
『そらまめサポート』スタッフ養成講座

この講座を受講し、会員登録すると “ そらまめサポート ” のスタッフ会員として活動できます。
～あなたの子育て経験を生かしてみませんか？～

○受講対象者：岩出市、紀の川市周辺の一時保育経験者、保育士・看護師・ヘルパー等の有資格者、または子育て経験の

　　　　　　　ある方

○参加費（資料代）：１，０００円（前納、納付方法は申し込み時に連絡）

★申し込み・問い合わせ先★
　いわで・きのかわファミリー・サポート・センター『そらまめサポート』　担当：岩橋
　〒 649-6112　和歌山県紀の川市桃山町調月 347 番地　℡ 60-4337　　 60-4338

　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http://ikf.kii-kodomo.jp

　事業所開所時間 / 月～金    9:00 ～ 17:30

　　　　　　　　　土　　  10:00 ～ 15:00（日・祝休み）

申込締切　11 月 12 日（火）

○定員：30 名　（定員になり次第締め切ります。）

☆担当講師および講座内容の一部が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

○講座は４日間の受講を原則としますが、この講座に関心があり、一部受講を希望される方の参加も受け付けます。

○申し込み方法：受講には申し込みが必要です。（電話・FAX・メールでの申し込み可）

FAX

≪いわで・きのかわファミリー・サポート・センター事業受託団体≫

NPO 法人　Com 子育て環境デザインルーム / コムデザイン

コムデザインホームページ  http://ikf.kii-kodomo.jp
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生活環境課
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814 からのお知らせ

ごみの分別と資源化にご協力ください！
　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

福  祉  加  算  配  布

▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人当たりの 11 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

Ａ：身体障害者手帳（１級または２級）の交付を
受けている方で、おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・身体障害者手帳

40 枚 27 枚 20 枚

Ｂ：要介護４または５の認定を受けている方で、
おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑

・要介護認定通知書、又は介護保険証

40 枚 27 枚 20 枚

Ｃ：常時おむつを使用している方
　

・おむつの領収書（レシート可）

・追加で配布を必要とする方の印鑑
40 枚 27 枚 20 枚

　次の該当者には各世帯の人数に応じた無料配布枚数に加えて生活環境課窓口にて本

人または家族等により申請をいただいた上でごみ袋を配布しています。 

　ただし、申請は年 1 回のみで、申請時に袋の大きさを選んでいただきます。

清掃ボランティアをしてくださる団体
にごみ袋の配布をしています！

　岩出市内の道路、河川、公園等の公共区域の清掃をして

いただけるボランティア団体には、市役所にて事前に申請

をいただいた上で、清掃ボランティア用（黄色）のごみ袋

を配布しています。ただし、清掃後に余ったごみ袋は返却

していただきます。

○対象となる団体　区・自治会、子ども会、老人会、

　ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体　

　等。

○申請受付　随時受け付けています。

集団資源回収活動を始めませんか？

○対象品目　新聞、雑誌、チラシ、段ボール、紙パック、

　ペットボトル、衣類、アルミ缶、スチール缶、ビン類。

　集団資源回収とは、新聞、雑誌、段ボール等のリサイ

クル可能な資源物を、自治会や子ども会、ＰＴＡなどが

自主的に回収し、資源回収業者に引き渡す活動です。 

　（ただし、岩出市内の家庭から排出されたものに限る）

　清掃活動の様子

　家庭から発生する古紙等を集団で資源回収する団体に

対して、その回収量に応じて奨励金を交付させていただ

く制度がありますので、ぜひご利用ください。

○交付の対象となる団体　自治会、子ども会、老人会、

　ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体等。

○奨励金の額　資源物の回収量１㎏あたり４円です。

○奨励金の交付を受けるには　事前に団体登録が必要で

　すので、詳しくは市役所生活環境課までお問い合わせ

　ください。

○団体登録受付　随時受け付けています。
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生活環境課からのお知らせ

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

○
応
募
期
間

　

10
月
15
日
（
火
）
か
ら

              

11
月
29
日
（
金
）
ま
で

○
補
助
金
額

5
人
槽　
　

   

３
３
２
︐
０
０
０
円

6
～
7
人
槽   

４
１
１
︐
０
０
０
円

8
～
50
人
槽   

５
１
９
︐
０
０
０
円

○
応
募
条
件

・
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
26

年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ

る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す
る
と
き

は
、
機
種
及
び
人
槽
を
確
認
す
る

た
め
市
の
立
会
が
必
要
と
な
り
ま

す
。）

・
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化
槽
設
置

後
速
や
か
に
住
民
登
録
を
さ
れ
る

方
。

　

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

・
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に
基

づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第
五
条
第

一
項
に
基
づ
く
設
置
の
届
出
の
審
査

を
受
け
ず
に
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る

者
。

・
補
助
事
業
の
期
間
内(

平
成
25
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31

日)

に
浄
化
槽
を
設
置
で
き
な
い

者
。

・
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化
槽

付
住
宅(

共
同
住
宅
を
含
む)

を
建

築
す
る
者
。

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃
貸

人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者
。

・
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
住

宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分
の
一
未

満
の
場
合
。

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

(

区
域
の
詳
細
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

○
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
は
、
生
活
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の
所
有

(

管
理)

者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
雑

草
除
去
を
行
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
空
き
地
等
雑
草
除
去

   

に
つ
い
て
」 

の
お
願
い

生
ご
み
等
の
野
焼
き

は
や
め
て
！

　
「
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
」

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き(

ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む)

は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

な
い
も
の
」・「
風
俗
・
習
慣
上
や
宗

教
上
の
行
事
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽

微
な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で

あ
っ
て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で

は
、
風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る

な
ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回

（
新
た
に
設
置
、
又
は
、
構
造
及
び

規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
使
用
開
始
後
３
个
月
経
過
し
た

日
か
ら
５
个
月
の
間
に
１
回
）
水
質

に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
手
数
料
の
料
金
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正

し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か

り
で
な
く
、
河
川
や
生
活
環
境
の
汚

染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　
　

　

定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定
検

査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水
が
基

準
値
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的

に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点

検
は
、
和
歌
山
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た
専
門
の
登
録
業
者
に
委
託
し
ま

し
ょ
う
。

◎
法
定
検
査
と
は

お
宅
の
浄
化
槽
は

　
　

大
丈
夫
で
す
か
？

　

市
で
回
収
で
き
な
い
廃
棄
物
（
粗

大
ご
み
回
収
で
回
収
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
等
）
を
岩
出
市
総
合
体

育
館
に
各
自
持
っ
て
来
て
い
た
だ
け

市
で
回
収
で
き
な
い
も
の
を

有
料
で
回
収
し
ま
す

11
条
検
査
手
数
料
（
５
～
10
人
槽
）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
５
︐
８
０
０
円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
５
︐
８
０
０
円

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と

５
０
０
円
の
値
引
き
制
度
が
あ
り
ま

す
。

○
検
査
申
し
込
み

　

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
‐
４
３
２
‐
６
４
３
３

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い

る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が
低

下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ
て
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、
清
掃
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
毎

年
１
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
許
可
業
者
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム(

浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

　

生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、
風

呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境

の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る

た
め
、
生
活
排
水
と
、
し
尿
を
併
せ

て
処
理
す
る
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

れ
ば
、
専
門
業
者
が
有
料
で
回
収
す

る
と
い
う
機
会
を
12
月
15
日(

日)

に
設
け
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
内
容
等
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
い
わ
で
12
月
号

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

行
し
、
確
認
の
結
果
、
悪
質
な
場
合

は
警
察
に
通
報
致
し
ま
す
。
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地
球
温
暖
化
防
止
活
動
へ
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
集
会
所
や

公
民
館
な
ど
身
近
な
場
所
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

担
当
職
員
や
和
歌
山
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

区
・
自
治
会
や
各
種
団
体
に
限
ら

ず
、
10
人
程
度
集
ま
れ
ば
、
い
つ
で

も
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
度
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
学
習
会
」

  

を
開
催
し
ま
せ
ん
か
！

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
66
回
目

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　

ご
み
の
な
い
街
・
き
れ
い
な
街

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

11月
の不燃物と資源ご

みの回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
6日・20日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
13日・27日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
岩
出
市

内
の
ご
み
に
限
り
ま
す
。

＊
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
が
、
事

業
系
の
廃
棄
物
か
一
般
家
庭
か
ら
の

廃
棄
物
か
の
判
別
が
む
ず
か
し
い
場

合
は
、
住
宅
地
図
に
よ
り
排
出
先
の

確
認
し
ま
す
。

＊
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ

レ
ー
缶
等
は
、
ご
み
収
集
車
の
火
災

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
使
い
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

＊
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
に
な
る
場
合
は
、
新
風
吹
ト
ン
ネ

ル
を
大
阪
方
面
に
進
行
し
、
出
口
の

信
号
で
右
折
し
、
旧
道
を
右
折
し
て

く
だ
さ
い
。（
交
差
点
に
注
意
）

行
し
、
確
認
の
結
果
、
悪
質
な
場
合

は
警
察
に
通
報
致
し
ま
す
。

●
市
内
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
（
排
出
者
）
は
、
自
己
の
責

任
で
廃
棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
廃
掃
法
第
３
条
）

●
事
業
者
自
ら
が
搬
入
し
処
理
を
依

頼
す
る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

（
有
料
処
理
）（
廃
掃
法
お
よ
び
市
条
例
）

●
事
業
者
が
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
廃
棄
物
を
搬
入
処
理
す
る
場

合
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。（
登
録

は
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。）

●
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
通

行
は
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

︻
ご
み
の
搬
入
時
間
は
︼

・
月
～
金　

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

 　
　
　
（
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

○
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合

　
「
持
ち
込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の

記
入
と
あ
わ
せ
て
、「
免
許
証
等
の

住
所
確
認
が
で
き
る
証
明
書
」
に
よ

り
住
所
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
分
別
区
分
中
の
「
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
ざ
っ
て
お
り
、

「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
は

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
衣
類
」
に
は
毛
布
、布
団
、

枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
に
含
ま
れ
な

い
も
の
は
可
燃
性
粗
大
ご
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

　

な
お
、
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
に
つ

い
て
、
不
審
な
場
合
、
後
日
確
認
を

○
問
い
合
わ
せ
先

・
生
活
環
境
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

・
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
‐
０
８
１
４

直
接
持
込
い
た
だ
く
か
、
年
２
回
の

粗
大
ご
み
の
回
収
時
期
に
可
燃
性
粗

大
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせからのお知らせ

保健事業予定表 平成25年11月分 平成25年12月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児   25日（月）  平成25年 7月生まれ  16日（月）   平成25年 8月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

  26日（火）  17日（火）

７か月児   19日（火）  平成25年 4月生まれ  10日（火）   平成25年 5月生まれ 13：00～13：15  20日（水）  11日（水）

１歳8か月児   12日（火）  平成24年 3月生まれ    3日（火）   平成24年 4月生まれ 13：00～13：15  13日（水）    4日（水）

３歳６か月児     8日（金）  平成22年 4月生まれ    6日（金）   平成22年 5月生まれ 13：00～13：30  15日（金）  13日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児   12日（火）  平成24年 12月生まれ    3日（火）   平成25年 1月生まれ 9：00～9：30  13日（水）    4日（水）

２歳６か月児     8日（金）  平成23年 4月生まれ    6日（金）   平成23年 5月生まれ 9：00～9：30  15日（金）  13日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

27日（水）
妊婦体操
新生児の赤ちゃん
産後うつについて

16日（月）
4ゕ月までの赤ちゃんと
お母さんの体操

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食  18日（月） 離乳食について   9日（月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（祝日除く）
健康や育児等について
の相談

毎週月曜日

（祝日除く）
健康や育児等について
の相談

9:30～11:00

成
人
検
診

がんセット検診
（胃・肺・大腸・乳）

1日（金）5日（火）
22日（金）29日（金）事前に申し込まれた方 8：30～10：00

乳がん検診 1日（金）5日（火）
22日（金）29日（金）事前に申し込まれた方 13:30～14:30

　  

  9日（土） オークワミレニアシ
ティ岩出店 12日（木） 県立那賀高校

23日（土） 根来寺（かくばん祭り） 14日（土） オークワミレニアシ
ティ岩出店

25日（水） 那賀総合庁舎

30日（月） オークワミレニアシ
ティ岩出店

日程・場所はテレビからでも確認できます。

○確認方法　テレビ和歌山→dボタンを押
　　　　　　 す→「けんけつ＋ちゃんねる」

保 健 事 業 予 定 表 （ 平 成 25 年 11 月 ・ 12 月 分 ）

一般献血（16～ 69歳）
65歳以上の方は 、 60
～64歳のときに１回で
も経験のある方

献　血

10：00～12：00                       
13：00～16：00

那
賀
病
院
の
乳
が
ん
検
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方
へ

　

那
賀
病
院
へ
の
予
約
は
お
済
で
す

か
！

　

今
年
の
３
月
に
那
賀
病
院
の
乳
が

ん
検
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
、
予

約
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
検
診
の
受
診
可
能
期
日
は
平
成
26

年
2
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
期
日
が
近
く
な
る
と
予
約
が
込
み

合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
だ

予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
早
め
の

予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
早
期
発
見
の
秘
訣
は
「
乳

が
ん
検
診
」
と
月
１
回
の
「
自
己
検

診
」
で
す
。

　

乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
も
、
早
く

見
つ
け
て
治
療
す
れ
ば
、
よ
り
高
い

確
率
で
完
全
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
乳
房
を
温
存
し
な
が

ら
、
わ
ず
か
の
切
除
術
で
が
ん
を
取

り
除
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
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からのお知らせ

医療機関名 所在地 電話番号
20・30

歳代
健診

肺がん
検診

胃がん検診 大腸
がん
検診

乳が
ん

検診

子宮
がん
検診

エックス
線造影 胃カメラ

胃腸肛門科家田医院 中黒 507-1 61-1212 ○ ○ ○ ○ ○
伊藤内科 西野 190-1 69-2121 ○ ○ ○ ○ ○
岩田医院 水栖 503-5 62-6705 ○ ○ ○
宇田内科胃腸科 西国分 477-4 61-2055 ○ ○ ○ ○ ○
宇野内科 西野 186-10 62-2101 ○ ○ ○ ○ ○
おおみや診療所 宮 50-1 61-6151 ○ ○ ○ ○ ○
かきはら胃腸科内科 今中 105-2 61-2600 ○ ○ ○ ○ ○
上岩出内科脳神経外科 野上野 66-1 69-5500 ○ ○ ○ ○
かわぐちクリニック 中迫 275-9 67-2334 ○ ○ ○ ○ ○
紀の川クリニック 西国分 501 62-0717 ○ ○ ○ ○ ○
塚本内科クリニック 金池 392-1 67-3377 ○ ○ ○ ○
殿田胃腸肛門病院 宮 117-7 62-9111 ○ ○ ○ ○ ○
富田病院 紀泉台 2 62-1522 ○ ○ ○ ○ ○
豊田内科 根来 913 63-0297 ○ ○ ○ ○ ○
仲井間外科・整形外科クリニック 金池 389-1 62-5558 ○ ○ ○
新田医院 根来 30-1 62-9121 ○ ○ ○ ○
林循環器内科クリニック 清水 438 62-3056 ○ ○ ○ ○
ふじはら整形外科クリニック 今中 151-3 67-3622 ○ ○ ○
安川診療所 西国分 688-1 63-1688 ○
やよいメディカルクリニック 中迫 139 62-7777 ○ ○ ○
よしだクリニック 吉田 413-1 69-5404 ○ ○ ○
畑産婦人科・小児科 川尻 240-6 63-0055 ○
奥医院 紀の川市桃山町最上 805 66-0005 ○
北山産婦人科クリニック 紀の川市貴志川町丸栖 662-1 64-3048 ○
近藤医院 紀の川市粉河 1731 73-2059 ○
馬淵医院 紀の川市粉河 2213 73-2116 ○
産婦人科　My Clinic 和歌山市本町 6 丁目 55 073-422-0102 ○
医療法人粉川レディスクリニック 和歌山市六十谷 366-4 073-461-0349 ○
はまだ産婦人科 和歌山市島 230-2 073-462-0341 ○ ○
海南医療センター 海南市日方 1522-1 073-482-4521 ○ ○
国保野上厚生総合病院 海草郡紀美野町小畑 198 073-489-2178 ○ ○
古梅記念病院 和歌山市新生町 5 番 37 号 073-431-0351 ○

和歌山県立医科大学付属病院紀北分院 伊都郡かつらぎ町妙寺 219
0736-22-4600

受付 8:45 ～ 15:00
○

公立那賀病院 紀の川市打田 1282 78-3891 ○ ○

がん検診、20・30 歳代健診は受けましたか？

実施期間：平成 25 年 5 月 1 日～平成 26 年 1 月 31 日

□集団検診
◎胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん検診

すでにお申し込みをされている方には、検診日の約１か月前に順次問診票

を郵送しています。

□個別健診
◎胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮がん、20・30 歳代健診
個別検診実施医療機関で受診することができます。市への申込みは不要で

す。（那賀病院での乳がん検診を希望される方は保健推進課までお問い合

わせください。）実施医療機関へ事前予約をしてから、受診してください。

（健康保険証を持参）

個別検診の受診期間は、1 月末までとなっています。（ただし、那賀病院
での個別乳がん検診は、2 月末まで）

対象者
●胃・肺・大腸がん検診（40 歳以上）

●乳がん検診（40 歳以上女性）

●子宮がん検診（20 歳以上女性）

● 20・30 歳代健診（20 ～ 39 歳）

※平成 26 年 3 月 31 日現在の年齢

個別検診実施医療機関一覧

新田医院では、 肺がん検診

は受けられません。 変更と

なっています。

事前に市へ申し込みされた方のみ
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保健推進課からのお知らせ

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

風
し
ん
緊
急
対
策
！

　
  

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
を
中
心
に
県

内
で
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
胎

児
が
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難

聴
等
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
緊
急
対
策

と
し
て
平
成
25
年
度
単
年
度
の
予
定

で
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

●
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
事
前
に
保
健
推
進
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
妊
婦
の

夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確
認
書

類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で

す
。
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の

場
合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の

上
、
接
種
後
に

・
領
収
書
原
本
（
接
種
者
名
・
接        

　

種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名
の
記  

　

載
が
あ
る
も
の
）

・
接
種
者
名
義
の
通
帳                          

・
母
子
健
康
手
帳 （
妊
婦
の
夫
の
み
）

・
認
印

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

接
種
期
限
内
に
お
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
費
用
助
成
期
間

平
成
25
年
5
月
21
日
～
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
の
接
種
分

※
平
成
25
年
5
月
21
日
以
前
の
接
種

分
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方

（
１
）
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性

（
２
）
妊
婦
の
夫

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

●
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料　

（
1
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。）

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

月 日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL
　
　

       

11
月

3 日 井関歯科医院 岩出市清水 326-4 62-2223

4 月 西　歯科医院 岩出市畑毛 274-9 63-5553

10 日 矢田歯科クリニック 紀の川市貴志川町上野山 352 64-6608

17 日 はたなか歯科クリニック 岩出市清水 354-1 69-5511

23 土
ふじはら矯正歯科・小児
歯科医院

岩出市中黒 534-8 60-4812

24 日 おち歯科医院 岩出市中島 601-4 61-7322

子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン）接種後の痛みの診療について

　厚生労働省では、ワクチン接種後に重篤な副反応が認められた、被接種者とそのご家族に対して、痛みに関する適切な

情報と医療を提供するために、複数の診療科の疼痛専門医などが参画し、高度な医療を実践するシステムの整備を図って

きたところでありますが、今回、診療体制が整ったことにより、ワクチン接種後の急性炎症が軽快せず、痛みやしびれが

持続している被接種者におかれましては、痛みセンター連絡協議会に所属する医療機関（下記参照）への受診をお薦めし

ております。

　なお、痛みセンター連絡協議会所属医療機関での診療には、担当医師からの紹介状が必要となりますので、接種医療機

関へご相談ください。　

痛みセンター連絡協議会所属医療機関 診療予約用連絡先

滋賀医科大学付属病院 ペインクリニック

患者支援センター
TEL：077-548-2515　FAX：077-548-2792
ホームページ：
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_institution/steps.html

大阪大学医学部付属病院 疼痛医療センター

保健医療福祉ネットワーク部
TEL：06-6879-5080　FAX：06-6879-5081
ホームページ：
http://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/departments/network.html

（近畿圏内医療機関のみ掲載、他医療機関は岩出市ウェブサイトをご覧ください。）
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線192・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

　

岩
出
市
国
民
健
康
保
険
証
と
特
定
健

康
診
査
受
診
券
を
医
療
機
関
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
︒　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
特
定
健
診

受
診
期
間
は
、　

　

受
診
日
時
は
、
必
ず
事
前
に
受
診
す

る
医
療
機
関
と
電
話
等
で
調
整
し
て
く

だ
さ
い
。

　

11
月
30
日
（
土
）
を
過
ぎ
ま
す
と
、

受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
今
月
中

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
診
に
際
し
て

　

対
象
者
の
方
に
は
特
定
健
康
診
査
受

診
券
（
黄
色
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
を
失
く
さ
れ
た
場
合
、
再
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒　

○
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
︙

ム
の
危
険
度
に
応
じ
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
等
か
ら
、
食
生
活
や
運
動
（
喫

煙
）
に
関
す
る
生
活
習
慣
の
見
直
し
・

改
善
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放

置
し
て
お
く
と
、
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
動

脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
疾
患
（
心
筋
梗

塞
、狭
心
症
な
ど
）
や
脳
血
管
疾
患
（
脳

梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）
と
い
っ
た
命
に

か
か
わ
る
病
気
を
突
然
引
き
起
こ
す
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
危
険
な
状
態
に

至
る
前
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
・
解
消
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

11
月
30
日（
土
）ま
で
で
す
︒

　

特
定
健
診
は
、
岩
出
市
内
の
指
定
医

療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
方
は
、
特
定
保
健
指
導
（
無
料
）

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
保
健
指
導
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
解
消
を
目

的
と
し
た
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
支

援
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

　

現
在
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天

引
）
の
方
で
も
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年
金

額
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
か
つ
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
額
の
2
分

の
1
を
超
え
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
原

則
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
出

に
よ
り
納
付
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
が
必
要

14 日（木）・28 日（木）午後 8 時まで

「11 月・12 月は滞納強化月間です。」

※
手
続
き
後
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ

る
ま
で
数
个
月
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）
で
口
座
振
替
の
申
込
を
先
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
医
療
係
（
内
線
１
８
３
）

で
す
の
で
保
健
医
療
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
預
金
通
帳

・
通
帳
の
届
出
印

11 月の夜間納税相談日

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
な

ど
に
備
え
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
の
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
の
制
度
を

健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
も
の
で
、
み

な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
そ
の
他
特
別
の
事

情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を

と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
保
険
証
に
替
え
て

　
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
と
、

①
保
険
証
を
交
付
さ
れ
た
場
合
と
同
様

に
、
国
保
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
国
保
・
年

金
係
ま
で
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
災
害
等
に
よ
り
納
付
困
難
な
と

き
は
、
税
・
延
滞
金
の
減
免
、
一
部
負

担
金
の
免
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

２
預
貯
金
や
給
与
等
を
差
し
押
さ
え
ま

す
　

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
預
貯
金
等
は
お

返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支
払
い
、

後
日
国
保
・
年
金
係
へ
申
請
を
す
れ
ば
、

保
険
給
付
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
払
い
戻
し
額
の
全
額

ま
た
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
・
年
金
係

                    （
内
線
１
７
６
・
１
８
７
）

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

（後期高齢者医療保険料の相談もできます）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282・287 青少年健全育成

岩出市青少年育成市民会議「青色防犯パトロール隊」結成！
　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、

岩
出
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
な

ど
か
ら
守
り
、
犯
罪
抑
止
に
努
め
る
た

め
、
岡
元
清
彦
委
員
長
を
始
め
と
す
る

有
志
の
隊
員
で
「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」
を
結
成
し
、
９
月
２
日
に
中
央

公
民
館
に
お
い
て
出
発
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

市
民
会
議
で
は
、
登
下
校
時
に
合
わ

せ
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
見
守
り
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
補
完
す

る
活
動
と
し
て
、
月
４
回
、
児
童
が
下

校
す
る
午
後
２
時
半
か
ら
４
時
頃
ま
で

の
間
、
青
色
防
犯
灯
を
隊
員
の
自
家
用

車
に
装
備
し
て
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し

ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
岩
出
警
察
署
員
か
ら

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
研

修
の
後
、「
こ
の
活
動
が
犯
罪
抑
止
に

つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の

言
葉
を
受
け
、
岡
元
委
員
長
は
「
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
、
隊
員
の
み
な
さ
ん
に
パ
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
の
説
明
後
、
一
斉
に
パ
ト

ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

パトロールに出発！！

11
月
は
、「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す
︒

　

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
、
人
間
関

係
の
希
薄
化
や
モ
ラ
ル
の
低
下
な
ど
を

背
景
に
、
児
童
虐
待
や
不
登
校
、
ま
た

有
害
情
報
の
氾
濫
な
ど
子
ど
も
・
若
者

を
取
り
巻
く
状
況
が
依
然
と
し
て
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

応
し
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成

の
た
め
の
取
組
を
着
実
に
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
11
月
を
全
国
的
に
「
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と

定
め
、
事
業
や
活
動
を
集
中
的
に
実
施

し
、
広
く
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

各
種
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
、
一
層
の
充
実
と
定
着
を
図
り
ま

す
。

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
11
月

実
施
予
定
の
事
業

・
育
成
だ
よ
り
発
行
（
全
戸
配
布
）

・
校
区
別
懇
談
会

　
（
共
通
テ
ー
マ
で
市
内
６
小
学
校
区   

　

で
実
施
）

・
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
（
ス
ポ
ー
ツ
大 

　

会
）
実
施

　
　

青
少
年
や
大
人
が
個
々
の
体
力
や

年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
み
、
出
会

い
や
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
参
加
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
地
域
全
体
の
力

を
深
め
ま
す
。

○
場
所　

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

玉
入
れ
（
支
部
対
抗
）

　

綱
引
き
（
支
部
対
抗
）

　

力
を
合
わ
せ
て
（
育
成
会
対
抗
）

　

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
（
全
員
）

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　

午
後
１
時
～

　

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
（
全
員
）

　

岩
出
お
ど
り
（
全
員
）

　

表
彰
式

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
市
民
の
方
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）

℡
62-

２
１
４
１

（
内
線
２
８
２
、

２
８
７
）

（
生
涯
学
習
課
内
）

２
１
４
１

（
生
涯
学
習
課
内
）

２
１
４
１
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暮らしの

情  報
岩出市役所…………………62-2141（代）

（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先

     

子 

育 
て

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

            　

い
わ
で
っ
子
！  

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

11
月
25
日 （
月
）
～
12
月
4
日 （
水
）

○
受
付
時
間　

午
前
9
時
～

　

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
定

員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て
い
た

実施日 対         象 あそび 場所・時間 定員

12 月 17 日（火）
２歳児

（平成 22 年 4 月 2 日生～）
クリスマス会

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時～正午
20 組

12 月 17 日（火）
１歳児

（平成 23 年 4 月 2 日生～）
クリスマス会

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時～正午
20 組

12 月 17 日（火）
0 歳児

（平成 24 年 4 月 2 日生～）
クリスマス会

岩出市総合保健福祉センター

午前 10 時～正午
20 組

 ﹃
手
づ
く
り

　
　
　

お
や
つ
の
実
習
﹄

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め

く
だ
さ
い
。

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

12
月
2
日
（
月
）
で
す
︒

    

納 

期 

限

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
5
期

■
国
民
健
康
保
険
税
第
6
期

■
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

　

介
護
保
険
料 

第
6
期 

普
通
徴
収

　

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
て
ば
、
子

育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
に
手
づ
く
り
お

や
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

〇
日
時　

12
月
18
日
（
水
）

         　

  

午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

〇
定
員　

16
組

○
一
時
保
育
あ
り

＊
希
望
の
方
は

　

11
月
25
日
（
月
）
～ 

12
月
4
日

（
水
）
ま
で 

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。受
付
時
間
は
９
時
～
で
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
　
　

11
月
11
日
か
ら  

　

平
成
二
十
五
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」で
す
。

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
国
民
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

様
々
な
行
政
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
活
動
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を

賄
う
財
源
が
「
税
金
」
で
す
。

　

国
税
の
多
く
は
、
納
税
者
自
ら

が
、
所
得
金
額
や
税
額
な
ど
の
計
算

を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
税
務
署

へ
申
告
・
納
税
す
る
「
申
告
納
税
制

度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
納
税
制
度
が
適
正
に
機

能
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
納
税
者

が
高
い
納
税
意
識
を
持
ち
、
憲
法
に

定
め
ら
れ
た
納
税
義
務
を
自
発
的
に

履
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
税
庁
で
は
、
こ
の
納
税
義
務
の

履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る

た
め
、
様
々
な
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「w

w
w

.nta.go.jp

」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
料

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な
い
お
客

さ
ま
に
対
し
て
は
、
給
水
を
停
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
停
止
に
至
ら
な
い
場

合
で
も
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督

促
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

留
意
願
い
ま
す
。

○
納
入
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
業
務
課 
上
水
道
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
７
）

上
下
水
道
料
金
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

上
下
水
道
事
業
は
、
お
客
さ
ま
か

ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て
お
り

だ
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３
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子   

育   

て   

相   

談 

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室　

   

平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

・
公
立
那
賀
病
院　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

　

社
会
福
祉
士
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
科
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相

談
し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面

談
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決

め
て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
相
談
は
無
料
で
す
。）

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
心

身
の
発
達
に
支
援
が
必
要
な
就
学
前

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち

が
日
常
の
基
本
的
動
作
の
習
得
お
よ

び
集
団
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

平
成
26
年
度
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い

て
の
ご
案
内

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　

12
月
27
日
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
推
進
課

　
（
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン  

     

タ
ー
内
）

　

℡
61-

２
４
０
０

平
成
26
年
度
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い

て
の
ご
案
内

 

平
成
26
年
度

　

保
育
所
（
園
）
入
所
受
付

︿
一
次
募
集
﹀
申
込
書
配
布

及
び
受
付
に
つ
い
て

◎
入
所
申
込
書
の
配
布
日

　

10
月
1
日
（
火
）
か
ら

◎
配
付
場
所

　

各
市
立
・
私
立
保
育
所
（
園
）

　

岩
出
市
役
所
福
祉
課

◎
入
所
申
込
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
4
月
に
、保
育
所
（
園
）

へ
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み

次
の
と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

〇
受
付
日
に
入
所
予
定
児
童
同
伴
の

上
、
第
1
希
望
の
保
育
所
（
園
）
ま

た
は
市
役
所
で
受
付
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
26
年
5
月
以
降
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
随
時
募
集
と
な
り
ま

す
の
で
、今
回
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
既
に
保
育
所
（
園
）
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
は
、保
育
所
（
園
）

か
ら
継
続
ま
た
は
転
園
申
込
書
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

施設名 電話番号 所在地 定員 受入年齢

公

立

岩出保育所 62-2402 清水 196-1 120
1 歳以上

（H26.4.2 現在）
山崎保育所 62-2844 湯窪 59 250

根来保育所 62-2701 根来 1281 210

上岩出保育所 62-2814 南大池 72 270

私

立

しらゆり保育園 62-8678 今中 98 120 0 歳以上
（生後6ヵ月以上）
（H26.4.2 現在）さくら保育園 62-6200 新田広芝 182 160

岩出第二保育所
（H26.4 おひさま保育園）

63-0269 岡田 550 120 0 歳以上
（生後 6 週以上）
（H26.4.2 現在）山崎北保育園 62-0732 金池 354 230

公立 私立
11 月 5 日（火） 岩出保育所 11 月 11 日（月） 山崎北保育園

11 月 6 日（水） 根来保育所 11 月 12 日（火） さくら保育園

11 月 7 日（木） 上岩出保育所 11 月 13 日（水） 岩出第二保育所

11 月 8 日（金） 山崎保育所 11 月 14 日（木） しらゆり保育園

11 月 15 日（金） 岩出市役所　3 階　第 6 会議室

11 月 16 日（土） 岩出市役所　3 階　第 6 会議室

・
年
長
（
5
歳
児
）
︙
平
成
20
年
4
月

2
日
～
平
成
21
年
4
月
1
日
生　
　

・
年
中  

（
4
歳
児
）
︙
平
成
21
年
4
月

2
日
～
平
成
22
年
4
月
1
日
生

・
年
少  

（
3
歳
児
）
︙
平
成
22
年
4
月

2
日
～
平
成
23
年
4
月
1
日
生　
　

・
4
年   

（
2
歳
児
）
︙
平
成
23
年
4
月

2
日
～
平
成
24
年
4
月
1
日
生

・
5
年   

（
1
歳
児
）
︙
平
成
24
年
4
月

2
日
～
平
成
25
年
4
月
1
日
生　

  

・
6
年   

（
0
歳
児
）
︙
し
ら
ゆ
り
・
さ

く
ら　

生
後
6
ヵ
月
以
上
の
児
童

岩
出
第
二
・
山
崎
北　

生
後
6
週
以
上

の
児
童　
（
平
成
26
年
4
月
2
日
現
在
）

※上記受付日程で申し込みされた方が一次募集受付となります。

※必ず、入所（園）予定児童同伴で受付を行ってください。

○
入
所
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
の
保

育
に
欠
け
る
児
童
で
す
。

○
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
入
所
審

査
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
入
所

決
定
い
た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
希

望
の
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

　

保
育
所
（
園
）
入
所
受
付

︿
一
次
募
集
﹀
申
込
書
配
布

及
び
受
付
に
つ
い
て

◎
問
い
合
わ
せ
先　

 

福
祉
課 

　

児
童
福
祉
係 

保
育
所
担
当

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
２
５
・
３
３
８
）

○
入
所
受
付
日
程

①
時
間　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

②
日
程
と
場
所　

受
付
場
所
は
各
保

育
所
（
園
）

た
だ
し
、
11
月
15
日
、
16
日
は
市
役

所

○
保
育
所
（
園
）
所
在
地
及
び
保
育

所
定
員

※
保
育
年
次
（
生
年
月
日
で
区
別
）

境
や
健
康
状
態
を
考
え
各
専
門
職
が

連
携
し
て
子
ど
も
達
ひ
と
り
ひ
と
り

に
合
わ
せ
た
療
育
及
び
支
援
を
行
う

施
設
で
す
。

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）
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行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

11
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　

第
一
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

   
生
涯
学
習

ふ 
れ 
あ 
い 

学 

級

○
教
養
講
座

　
「
書
道
教
室
（
硬
筆
）」

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

11
月
20
日
（
水
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

11
月
25
日
（
月
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

11
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

11
月
28
日
（
木
）

　
（
参
加
者
多
数
の
た
め
2
回
に
分

　

け
て
実
施
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

▼
根
来
学
園

　

日
付　

11
月
18
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

11
月
19
日
（
火
）　
　
　

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

  

公
民
館
講
座
（
一
般
）

「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
」

○
講
師　

狩か

の野　

多た

え

こ
惠
子
氏

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～

　

初
心
者
で
も
簡
単
！
絵
柄
を
複
写

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
グ
カ
ッ
プ
と

ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
を
作
り
ま
せ
ん

か
。（
チ
ェ
ー
ン
別
売
）

○
日
時　

12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
2
時
～
4
時
30
分

○
場
所　

桜
台
地
区
公
民
館

○
材
料
費　

１
︐
０
０
０
円

○
募
集
定
員　

20
名

○
対
象　

20
歳
以
上
の
岩
出
市
民

○
準
備
す
る
も
の

　

タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン

○
申
し
込
み
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
公
民
館
講
座

・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年

齢
・
電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、

「
〒
６
４
９
‐
６
２
９
２　

岩
出
市

西
野
２
０
９
番
地　

岩
出
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
」
ま
で

11
月
18
日
（
月
）
必
着
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

公
民
館
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

     

相　

談

消 

費 

生 

活 

相 

談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
岩
出
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
を
め
ぐ
る

各
種
の
人
権
相
談
に
つ
い
て
、
法
務

局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い
た

　

11
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
4
時　

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

【
紀
の
川
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

11
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
～
４
時　

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階

　

相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト 

   

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

11
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

人   

権   

相   

談

し
ま
す
。

○
期
間　

11
月
18
日
（
月
）
か
ら
24

　
　
　
　

日
（
日
）
ま
で

○
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
　
　
　

７
時
ま
で

（
但
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
︑

　
　
　
　
相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）
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労 

働 

者 

の 

健 

康 

相 

談

　
　
　
　

業
主
及
び
労
働
者

〇
日
時　

11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

〇
場
所　

し
ま
だ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

岩
出
市
清
水
４
８
７
‐
1

　

℡
62
‐
０
７
０
７

〇
相
談
料　

無
料　

　
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

※
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必
要

〇
予
約
先
・
照
会
先

　

伊
都
・
那
賀
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
78
‐
３
８
７
５

　

那
賀
医
師
会

　

℡
77
‐
３
１
５
１

     
募　

集
 

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

臨
時
職
員
の
登
録
募
集

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
登

録
者
の
募
集
を
し
ま
す
。

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
学
習
や
生
活
、
子

育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

・
山
崎
北
小
学
校
・
上
岩
出
小
学
校

　
　
　

教   

育   

相   

談

・
岩
出
中
学
校
・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
「
フ
レ
ン
ド
」

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

・
お
子
様
が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校

・
教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

の
ど
ち
ら
か
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

働
く
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
︒

　

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
規
模
事
業
所
で
働
く
皆
様
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
当
番
産

業
医
の
医
院
・
診
療
所
で
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。

〇
対
象　

労
働
者
数
50
人
未
満
の
事

〇
募
集
区
分　

保
健
師
・
助
産
師
・

　

看
護
師
・
管
理
栄
養
士

○
賃
金

　
　

保
健
師　

時
給
１
︐
３
４
９
円

　
　

助
産
師　

時
給
１
︐
３
４
９
円

　
　

看
護
師　

時
給
１
︐
２
５
０
円

管
理
栄
養
士　

時
給
１
︐
２
５
０
円

○
業
務
内
容

・
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師

　

乳
幼
児
健
診
・
相
談
等
、
短
時
間

勤
務
か
ら
終
日
勤
務
ま
で
有

・
管
理
栄
養
士　

特
定
保
健
指
導
等

○
受
付
期
間　

11
月
1
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

11
月
18
日
（
月
）

○
提
出
書
類

・
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
一
通

・
保
健
師･

助
産
師
・
看
護
師
・
管

　

理
栄
養
士
免
許
証
の
写
し

※
面
接
日
等
は
追
っ
て
通
知
し
ま

す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
臨
時
職
員
と
し
て

随
時
採
用
し
ま
す
。

○
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

認
知
症
の
人
と
家
族
の

相
談
交
流
会（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

○
会
場

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階
会
議
室
Ｂ

○
対
象
者

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
（
事
情
に
よ
り
高
齢
者
本
人
の

同
伴
も
可
能
で
す
の
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
５
３
）

　

認
知
症
の
方
の
介
護
で
相
談
す
る

人
も
お
ら
ず
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

岩
出
市
で
は
、
認
知
症
の
方
の
介

護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
等
の
介
護
負

担
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
に
、
認
知
症
の
方
と
家
族
の
相
談

交
流
会
（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
27
日
（
水
）　

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

介
護
予
防
講
演
会
「
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
よ
う
」

し
、
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
の

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。
み
な
さ
ん
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

岩
出
市
在
住
の
65
歳
以

　

上
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

　

け
て
い
な
い
方
。

○
日
時　

11
月
26
日
（
火
）　

　
　
　
　

午
後
2
時
～
4
時

○
講
師

　

安
川
診
療
所　

安や
す
か
わ川　

修
し
ゅ
う

先
生

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
2
1
4
1
（
内
線
３
５
３
）

※
参
加
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
の
農
業
に
対
す

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
く

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
病
気
等

の
予
防
に
併
せ
て
、
要
介
護
の
状
態

に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
へ
の

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
次
の
と
お
り
介
護

予
防
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
認
知
症

と
い
う
病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

安川　修先生
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暮らしの情報    
お
知
ら
せ

第
2
回
「
介
護
保
険
運
営
委

員
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順

に
な
り
ま
す
。

○
開
催
日
時　

　

11
月
中
旬
～
下
旬
（
予
定
）

※
開
催
日
が
決
ま
り
次
第
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
2
1
4
1

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
７
９
）

　

岩
出
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
等
を
公
正
に
運
営
し
て
い
く
た

め
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
、
介
護

保
険
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
長
寿
介
護
課
介
護
保
険

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
非
公

開
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

○
事
前
申
込　

電
話
可

○
定
員　

8
名

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
市
民
農
園
を
開
設
す
る
方
に
対

し
、
農
園
を
整
備
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
金
交
付
対
象
者

　

市
民
を
貸
付
け
の
対
象
と
し
て
、

5
年
以
上
市
民
農
園
を
開
設
し
よ
う

と
す
る
方
。

○
補
助
対
象
事
業
お
よ
び
経
費

①
園
路
の
設
置
に
係
る
費
用

②
休
憩
施
設
の
設
置
に
係
る
費
用

③
便
所
の
設
置
に
係
る
費
用

④
水
飲
み
場
、
手
洗
い
場
、
そ
の
他

　

の
給
水
施
設
の
設
置
に
係
る
費
用

市
民
農
園
を
開
設
し
ま

せ
ん
か

　

市
で
は
、
遊
休
農
地
の
解
消
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
の
農
業
に
対
す

⑦
看
板
の
設
置
に
係
る
費
用

⑧
案
内
板
の
設
置
に
係
る
費
用

⑨
区
画
の
境
界
杭
、
標
識
板
の
設
置

　

に
係
る
費
用

⑩
柵
の
設
置
に
係
る
費
用

○
補
助
金
の
額

　

補
助
金
の
交
付
対
象
経
費
の
２
分

の
1
以
内
（
1
農
園
当
た
り
10
万
円

を
限
度
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課 

農
林
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
７
）

⑤
農
機
具
収
納
施
設
の
設
置
に
係
る

　

費
用

⑥
ゴ
ミ
置
き
場
の
設
置
に
係
る
費
用

住
生
活
総
合
調
査

　
　

ご
協
力
の
お
願
い

　

12
月
1
日
に
住
生
活
総
合
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
10

月
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
回
答

さ
れ
た
世
帯
の
中
で
一
部
の
方
に
対

し
て
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

○
目
的　

　

現
住
居
の
状
況
に
よ
っ
て
今
後
の

住
み
替
え
の
意
向
が
ど
の
よ
う
に
異

な
る
か
と
い
っ
た
分
析
を
行
い
、
国

民
の
皆
さ
ま
の
住
生
活
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
住
宅
政
策
に
反
映
さ
せ
る
も
の

で
す
。

○
方
法

　

対
象
地
区
の
中
で
、
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
17
世
帯

か
ら
8
世
帯
を
無
作
為
に
抽
出
し
て

行
い
ま
す
。

　

11
月
下
旬
に
調
査
員
が
お
宅
を
訪

問
し
て
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、知
事
が
発
行
し
た「
統

計
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

　
「
統
計
法
」
に
よ
り
、
調
査
員
な

ど
の
調
査
関
係
者
が
調
査
票
の
記
入

内
容
を
他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
を

作
る
目
的
以
外
の
使
用
は
堅
く
禁
じ

て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

都
市
計
画
課

　

℡
62
‐
2
1
4
1
（
内
線
2
2
3
）

那
賀
消
防
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ

日
曜
消
防
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

　
（
受
講
料
無
料
）

○
実
施
日　

毎
月
第
1
・
第
3
日
曜

☆
普
通
救
命
講
習
会

○
日
程　

11
月
17
日
・
12
月
15
日
・ 

　
　
　
　

1
月
19
日
・
2
月
16
日
・

　
　
　
　

3
月
16
日　

　

午
前
９
時
～
正
午

○
対
象
者　

中
学
生
以
上

○
内
容　

救
命
に
必
要
な
技
術
を
マ

　

ス
タ
ー
し
ま
す
。

☆
幼
児
の
応
急
手
当
講
座

○
日
程　

12
月
１
日
・
３
月
２
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
対
象
者　

一
般
の
み

○
内
容　

幼
児
の
病
気
や
ケ
ガ
に

　

つ
い
て
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

☆
お
こ
の
み
講
座

○
日
程　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

の
午
後
か
ら
で
す
。

○
内
容　

受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て

　

各
種
の
防
災
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
７
２
５
９

　

日
に
行
い
ま
す
。

○
場
所　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン 

　

タ
ー
（
岩
出
市
中
迫
）
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岩
出
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ 

車
場
内
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
︒

　

夕
暮
れ
時
（
退
社
時
間
帯
）
の
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
︒

○
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

ま
し
ょ
う
。

○
幹
線
道
路
で
の
追
突
事
故
が
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

前
を
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
・
自
転
車
の
方
は
、
反
射

材
を
使
用
す
る
な
ど
、
自
分
自
身
を

目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

○
駐
車
場
内
は
徐
行
し
、
他
車
の
動

き
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

○
車
の
間
か
ら
の
歩
行
者
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
車
の
窓
を
開
け
、
音
を
聞
く
こ
と

も
事
故
防
止
に
有
効
で
す
。

○
駐
車
枠
に
駐
車
す
る
際
は
、
バ
ッ

ク
で
入
庫
し
前
進
で
出
庫
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！ 

   

ス
ポ
ー
ツ

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
30
日(

土)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
0
3
7
0

1
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

入
ろ
う
︒
労
働
保
険

○
雇
用
保
険
と
は

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
及
び
雇

用
の
継
続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生

じ
た
場
合
に
、
生
活
及
び
雇
用
の
安

定
を
図
り
、
再
就
職
に
必
要
な
給
付

を
行
う
も
の
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
駐

農
芸
祭
と
農
産
物
品
会

展
示
即
売
品
の
ご
案
内

紀
北
農
芸
高
等
学
校

　

恒
例
の
農
芸
祭
も
第
27
回
を
数

え
、
地
域
の
皆
様
に
好
評
を
頂
い
て

い
ま
す
。
今
年
も
、
左
記
の
要
領
で

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
農
産
物
出

品
の
ご
協
力
と
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
日
時　

11
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

※
雨
天
決
行

○
場
所　

紀
北
農
芸
高
等
学
校

○
内
容　

・
農
産
物
品
評
会
（
果
物
・
野
菜
・

　

花
な
ど
の
展
示
即
売
）

・
農
場
生
産
物
直
売

・
模
擬
店
・
文
化
ク
ラ
ブ
展
示
発
表

・
芸
術
・
工
学
科
作
品
展
示
等

○
出
品
の
お
願
い

　

一
般
の
方
々
に
よ
る
農
産
物
品
評

会
へ
の
出
品
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
（
農
産
物
・
花
木
・
手
芸
品
等
）

FAX

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
警
察
署

　

℡
63
‐
0
1
１
０

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
0
2

　

11
月
1
日
か
ら
30
日
ま
で
は
、
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
と
雇
用
保
険
と
の
総
称
で
、

保
険
給
付
は
各
保
険
制
度
で
別
に
行

わ
れ
て
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収
等

に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
一
体
の
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
す
べ
て

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
成

立
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
労
災
保
険
と
は

　

労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
ま
た
は

通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気

に
見
舞
わ
れ
た
り
、
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
、
被
災
労
働
者
や
遺
族
の
生
活

を
保
護
に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う

も
の
で
す
。

※
出
品
・
開
催
要
領
な
ど
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
紀
北
農
芸
高
等

学
校
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
22
‐
１
５
０
０

　
　

22
‐
１
５
０
１
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緑花センターからのお知らせ

【11 月の休園日】

   5 日（火）

【展示会】

【ワクワク教室】　

開   催   日 内　容 備　考

11 月 3 日 押花でカレンダー作り ※事前申込みが必要。
　 材料費必要（1,000 円）

11 月 3 日 ネイチャーゲーム

11 月 22 日、23 日、24 日 松ぼっくりでクリスマ
スツリーを作ろう

※事前申込み必要。材料費必要（500 円）
　 ご都合の良い日をお選びください。

開   催   日 内　容
11 月 2 日、3 日、4 日 秋の山草展、第 59 回盆栽展

11 月 9 日、10 日 古典植物展

11 月 16 日、17 日 野生ラン展、第 46 回寒らん展

11 月 30 日、12 月 1 日 寒らん遅咲き展

寒
ら
ん
展

【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター

〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672　〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

19 日（火）

  
　12 日（火）

26 日（火）

第
23
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
　

定
期
交
流
会

○
日
時　

9
月
5
日(

木)

○
場
所　

若
も
の
広
場

▽
男
子
の
部

１
位　

出
嶋　

早
喜

２
位　

西
川　

勝
美

３
位　

速
水　

公
司

▽
女
子
の
部

１
位　

楠
根　

ツ
ヤ
子

２
位　

小
野　

英
子

３
位　

吉
盛　

千
鶴
子

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
協
会
主
催

第
40
回
和
歌
山
県
居
合

道
大
会
兼
全
日
本
居
合

道
大
会
選
手
選
考
会

○
日
時　

7
月
21
日
（
日
）　

○
場
所　

県
立
武
道
館

○
県
代
表

▽
６
段
の
部

　

小
島　

義
哉

▽
７
段
の
部

　

熊
本　

博

＊
岩
出
市
居
合
道
連
盟
所
属

   
大
会
結
果

第
31
回
和
歌
山
県
中
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
31
回
和
歌
山
県

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ダ
ブ
ル
ス
大
会

○
日
時　

8
月
18
日(

日)

○
場
所　

貴
志
川
体
育
館

▽
男
子
Ａ
グ
ル
ー
プ

２
位　

原
啓
斗
・
市
橋
卓

３
位　

瀬
古
海
斗
・
辻
伸
崇

３
位　

田
中
晴
人
・
田
中
鈴
歩

▽
女
子
Ｂ
グ
ル
ー
プ

３
位　

髙
垣
凜
乃
・
山
本
乙
希

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

○
日
時　

８
月
31
日(
土)

○
場
所　

上
富
田
町
立
朝
来
小
学
校

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

3
位　

角
直
弥
・
関
野
太
賀

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

3
位　

角
直
弥

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

2
位　

長
田
実
咲
・
杉
山
陽
香

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

3
位　

長
田
実
咲

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

▲押し花 ▲松ぼっくりで作ったクリスマスツリー

◀

▼盆栽展の様子
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8/8
回

あ
い
さ
つ

（
学
年
は
発
表
当
時
の
学
年
で
す
）

岩
出
第
二
中
学
校
3
年

小 

ー

学
中 

生 

の メ
ッ
セ

ジ

上う
え
の野

　
裕ゆ
う
み未

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

こ
の
言
葉
を
言
わ
れ
た
ら
、
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す

か
。
私
は
、
と
て
も
あ
た
た
か
く
、

優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
私
は
、見
知
ら
ぬ
、た
だ
す
れ
違
っ

た
だ
け
の
人
に
も
、
少
し
で
も
私
と

同
じ
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
い
、
毎
日
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
あ
い
さ
つ
を
積
極
的
に
し
始

め
た
の
は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
ま

も
な
い
こ
ろ
で
し
た
。
そ
れ
よ
り
少

し
前
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
が
と
て
も
明
る
い
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
比
較
的
小
学

生
だ
っ
た
頃
の
私
は
、
人
見
知
り
で

お
と
な
し
く
、
と
て
も
知
ら
な
い
人

に
話
し
か
け
る
こ
と
な
ん
て
、
で
き

な
い
子
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、私
は
、

学
校
で
早
朝
か
ら
用
事
が
あ
っ
た
た

め
、
い
つ
も
と
違
い
一
人
で
登
校
し

て
い
ま
し
た
。
す
る
と

「
お
は
よ
う
」

と
頭
の
上
か
ら
二
つ
、
声
が
降
っ
て

き
ま
し
た
。
驚
い
て
顔
を
あ
げ
て
み

る
と
、
そ
の
声
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

中
の
夫
婦
の
も
の
で
し
た
。
ふ
た
り

は
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
が
、
私

は
も
の
す
ご
く
緊
張
し
て
し
ま
い
、

小
さ
な
声
で
し
か
返
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
引
き
続
き

学
校
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の

ま
に
か
、
自
分
が
笑
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

あ
い
さ
つ
と
い
う
と
、
小
さ
い
と
き

に
お
母
さ
ん
や
学
校
の
先
生
に
教
え

ら
れ
た
、「
人
に
会
っ
た
ら
す
る
も

の
」
と
い
う
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
し

か
、
使
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
あ

い
さ
つ
を
す
る
意
味
が
あ
ま
り
分

か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
さ
さ
い
な
こ
と

で
、
あ
い
さ
つ
に
よ
っ
て
感
じ
る
う

れ
し
さ
や
、
あ
た
た
か
み
を
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
学

校
ま
で
が
遠
く
、
登
下
校
が
い
や

だ
っ
た
通
学
路
も
、
遠
い
か
ら
こ

そ
、
た
く
さ
ん
の
人
と
あ
い
さ
つ
が

で
き
る
と
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
中
学
生
に
な
り
、
自
転

車
通
学
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
あ

い
さ
つ
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
思
っ
て
、
家

を
出
る
と
、
大
き
な
犬
を
つ
れ
た
お

じ
さ
ん
が
歩
い
て
き
た
の
で
、
頑

張
っ
て

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
ま
さ
か

自
転
車
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
少
し
驚

き
つ
つ
も
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
一
度
す
る
と

ふ
っ
き
れ
た
よ
う
で
、
た
く
さ
ん
の

人
に
毎
日
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
く

と
、
朝
か
ら
大
き
な
声
を
出
し
て
い

る
か
ら
な
の
か
、
自
分
の
考
え
や
行

動
が
前
向
き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
か
と
い
う

と
、
私
の
普
段
の
生
活
で
、
違
い
が

で
て
き
た
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、

新
し
い
ク
ラ
ス
の
子
に
話
し
か
け
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
部
活
動
で
、
進

ん
で
別
学
年
の
子
に
話
し
か
け
る
こ

と
が
で
き
た
り
と
、
ど
ち
ら
も
小
学

生
の
こ
ろ
の
私
に
は
出
来
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
消
極
的
だ
っ
た
私
も
、

あ
い
さ
つ
の
お
か
げ
で
少
し
は
自
分

か
ら
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

考
え
て
み
る
と
、
私
に
あ
い
さ
つ

が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人

の
た
め
に
と
思
い
し
て
い
た
あ
い
さ

つ
が
、
結
果
的
に
は
自
分
の
苦
手

だ
っ
た
こ
と
へ
の
克
服
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
は
、
私
に

と
っ
て
「
き
っ
か
け
」
で
す
。
一
つ

目
は
、
自
分
を
変
え
る
き
っ
か
け
、

も
う
一
つ
は
、
人
と
つ
な
が
る
た
め

の
き
っ
か
け
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、

毎
日
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、
あ

い
さ
つ
は
気
持
ち
が
い
い
な
、
あ
い

さ
つ
に
は
こ
ん
な
良
い
所
が
あ
る
ん

だ
な
と
い
う
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
見
直
し
て
も

ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ
つ
の

優
し
さ
、
あ
た
た
か
み
を
忘
れ
ず

に
、
た
く
さ
ん
の
人
と
、
あ
い
さ
つ

の
輪
で
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

◀
発
表
す
る
上
野　

裕
未
さ
ん
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11月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

印は休館日です。
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長
はできません。

図書館 へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

読書の秋は・・・

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

　地球で起きている問題と私たちの暮らしとのつながり

を伝える展示会です。もったいないばあさんといっしょ

に考えてみましょう！

期　間　11 月 2 日（土）～ 12 月 4 日（水）

場　所　岩出図書館　展示コーナー

DISC1　地球でおきている 10 の問題（42 分）

DISC2　世界の 10 人の子どもたち（19 分）

付録 DISC　インド取材映像（10 分）

日　時　11 月 9 日（土）　

　　　　開　場　午後 1 時 45 分　 開　演　午後 2 時

場　所　岩出図書館　大会議室

定　員　100 名

日　時　11 月 10 日（日）　午後 1 時 30 分から

場　所　岩出図書館　屋外テラス

内　容　屋外で定例のおはなし会（おはなしドロップス）

　　　　をし、その後、簡単なおもちゃを作ります。　

その他　申込みは不要です。

小学 2 年生以下のお子さまは、保護者同伴でお願いします。

※雨天の場合は、岩出図書館大会議室で行います。

日　時　11 月 16 日（土）　午前 11 時～正午

場　所　岩出図書館　大会議室

対　象　幼児から　    定　員　先着 80 名 

申込み　11 月 2 日（土）受付開始。

　　　　岩出図書館カウンターに直接申し込んでいただく

　　　　か、電話で申込んでください。定員になり次第、

　　　　締め切らせていただきます。

　岩出図書館で所蔵する真珠まりこさんの絵本を特別展示

します。貸出もできますので、ぜひご利用ください。

期　間　11 月 2 日（土）～ 12 月 4 日（水）

場　所　岩出図書館　児童室展示コーナー

　「もったいないばあさんのいただきます」「なないろどう

わ」の絵本原画展を開催します。

真珠まりこさんの世界をお楽しみください。

期　間　11 月 2 日（土）～ 12 月 4 日（水）

場　所　岩出図書館　展示コーナー

　11 月 2 日（土）に「第 25 回全国子守唄サミット＆フェ

スティバル 2013in 岩出」が岩出市民総合体育館等で、又

岩出市民俗資料館において、10 月 30 日（水）から 11 月

24 日（日）まで秋季企画展「子守唄と岩出―根来の子守

唄に唄われたふるさとの様子―」が開催されます。これに

ちなんで、岩出図書館では子守唄に関する図書を展示して

います。貸出もできますので、この機会に、どうぞご利用

ください。

期　間　11 月 24 日（日）まで

場　所　岩出図書館　展示コーナー

　小学生以下のお子さんからご応募いただいた「もったい

ないばあさんぬりえ」を展示します。個性あふれる作品を

どうぞご覧ください。

期　間　11 月 2 日（土）～ 12 月 4 日（水）

場　所　岩出図書館　児童室

図書館 DVD 上映会

「もったいないばあさんと考えよう世界のこと」

テラスであそぼう！

もったいないばあさんのおなはし会
絵本作家　真珠まりこさんによる

真珠まりこさん絵本展示コーナー

もったいないばあさんのワールドレポート展
パート 1　「地球の問題と世界の子どもたち」

真珠まりこ絵本原画展

もったいないばあさんぬりえ展

真珠まりこさん「もったいないばあさん」特集！

○図書館ボランティアによるおはなし会
3 日（日）・・・「おはなしドロップス」

17 日（日）・24 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　　　　午後 1 時 30 分から　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
23 日（土）・・・「おはなしパレット」

　　　　午後 3 時から　岩出図書館おはなし室

★ 11 月のおはなし会

「子守唄」図書展示コーナー

主催　岩出図書館・岩出市福祉課
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市の人口と世帯（平成 25 年 9 月末現在）
総人口 : 53,358 人（男 : 25,813 人　女 : 27,545 人）
世帯数 : 21,341 世帯　　


